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好
調
な
イ
ン
ド
経
済

　

相
変
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
経
済
が
絶
好
調
で
あ
る
。
世
界

銀
行
は
、
２
０
１
１
年
1
月
12
日
、
２
０
１
０
年
の
イ
ン

ド
経
済
が
９
・
５
％
の
成
長
率
に
な
る
見
込
み
と
公
表
し

た
。
国
際
的
な
不
況
の
中
で
中
国
（
10
％
）
と
と
も
に
ダ

ン
ト
ツ
で
あ
る
。
英
誌
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』（
昨
年
9
月
30

日
）
の
イ
ン
ド
経
済
特
集
も
、
最
近
の
イ
ン
ド
経
済
の
成

長
は
奇
跡
的
で
あ
り
、
２
０
１
３
年
ま
で
に
そ
の
経
済
成

長
率
が
中
国
を
上
回
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
。

　

今
後
も
イ
ン
ド
が
高
い
経
済
成
長
率
を
維
持
で
き
れ
ば
、

中
国
の
約
4
分
の
1
と
い
う
経
済
規
模
を
縮
め
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
世
界
銀
行
報
告
が
昨
年
12
月
に
公
表
し
た

世
界
の
各
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
２
０
０
９
年
）
に
よ
れ
ば
、
中
国

が
4
・
9
兆
ド
ル
で
イ
ン
ド
が
1
・
3
兆
ド
ル
（
米
国
14
・

1
兆
ド
ル
、
日
本
5
・
1
兆
ド
ル
）
で
あ
る
。

　

鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

図
的
に
見
れ
ば
、
イ
ン
ド
経
済
が
経
済
成
長
を
始

め
た
転
機
は
１
９
９
１
年
か
ら
の
経
済
自
由
化
政
策
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
抑
え
ら
れ
て
き
た
企
業
（
起
業
）
家

精
神
が
発
揮
し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
イ
ン
ド
人

が
備
え
持
つ
経
済
活
力
の
水
脈
が
自
由
化
開
始
を
機
に
地

上
に
吹
き
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
典
型
例
が
イ
ン
ド
経
済
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
産
業
で
あ
る
。１
９
４
７
年
に
独
立
し
た
イ
ン
ド
は
、社

会
主
義
的
な
計
画
経
済
を
政
策
の
基
本
に
据
え
、
政
府
の

許
認
可
権
限
で
企
業
活
動
の
自
由
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
し

大
国
化
す
る
イ
ン
ド

―
中
国
と
の
対
比

尚
美
学
園
大
学
教
授  

堀
本 

武
功
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た
。
政
府
に
よ
る
規
制
は
「
ラ
イ
セ
ン
ス
・
パ
ー
ミ
ッ
ト

統
治
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
場

合
、
新
し
い
経
済
分
野
だ
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
先
行

的
に
活
動
し
、
政
府
の
規
制
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
と
も

言
わ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
経
済
が
好
転
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
、

自
由
化
以
前
の
い
わ
ば
イ
ン
ド
の「
原
蓄
」も
大
き
い
。
確

か
に
、
１
９
８
０
年
代
ま
で
の
イ
ン
ド
経
済
は
、
平
均
年

率
3
・
５
%
と
い
う
牛
歩
の
成
長
率
で
あ
っ
た
。
低
い
と

は
い
え
、
経
済
破
綻
や
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
多
か
っ
た
大
方

の
新
興
独
立
国
と
は
ひ
と
味
違
う
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
規
模
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
企
業
グ

ル
ー
プ
も
こ
の
時
期
に
基
礎
を
固
め
て
い
た
。

　

イ
ン
ド
経
済
は
１
９
９
０
年
代
中
頃
か
ら
徐
々
に
頭
角

を
現
し
、
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、

外
資
規
制
の
緩
和
も
あ
り
、
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
効
果
（
勝
ち

馬
に
乗
る
）
現
象
が
起
き
、
世
界
の
主
要
企
業
が
続
々
と

イ
ン
ド
に
進
出
し
た
。
後
発
組
だ
っ
た
日
本
企
業
も
２
０

０
５
年
の
２
４
８
社
か
ら
２
０
０
９
年
に
は
６
２
７
社
と

倍
増
以
上
で
あ
り
、
対
印
直
接
投
資
も
同
じ
期
間
に
２
９

８
億
円
か
ら
３
４
４
３
億
円
に
急
増
し
た
。

イ
ン
ド
の
活
発
な
外
交
姿
勢

　

高
い
経
済
成
長
に
誘
引
さ
れ
る
よ
う
に
主
要
国
首
脳
が

続
々
と
訪
印
し
て
お
り
、
昨
年
に
は
後
半
だ
け
で
も
キ
ャ

メ
ロ
ン
英
首
相
（
7
月
）、オ
バ
マ
米
大
統
領
（
11
月
）
と

続
き
、
12
月
に
は
サ
ル
コ
ジ
仏
大
統
領
、
温
家
宝
中
国
首

相
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
露
大
統
領
と
ま
さ
に
「
イ
ン
ド
詣

で
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
首
脳
訪
印
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
そ
の
一
半
の
目

的
だ
っ
た
。
各
首
脳
の
滞
在
中
に
大
型
商
談

│
キ
ャ
メ

ロ
ン
10
億
ド
ル
、
オ
バ
マ
１
０
０
億
ド
ル
、
温
１
６
０
億

ド
ル
に
加
え
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
印
中
総
貿
易
額
を
１

０
０
０
億
ド
ル
（
２
０
１
０
年
度
約
６
０
０
億
ド
ル
の
見

込
み
）、メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
印
露
に
よ
る
第
5
世
代
戦
闘
機

の
共
同
開
発
（
２
０
０
〜
２
５
０
機
）

│
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。

　

残
り
一
半
の
政
治
分
野
で
は
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
イ

ン
ド
の
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
に
米
国
と
し
て
初

め
て
公
式
に
支
持
を
表
明
し
た
。
イ
ン
ド
が
待
ち
望
ん
で
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い
た
米
国
の
お
墨
付
き
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
場
合
、
こ
れ

で
す
べ
て
の
常
任
理
事
国
か
ら
支
持
を
取
り
付
け
た
こ
と

に
な
る
。

　

安
保
理
入
り
が
将
来
的
な
方
向
と
す
れ
ば
、
よ
り
現
実

味
を
持
つ
の
が
イ
ン
ド
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
会
議
）
加
盟
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
１
９
９
８
年

に
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
新
規
加
盟
を
認
め
た
後
、
２
０
１
０

年
ま
で
加
盟
を
凍
結
し
た
。
イ
ン
ド
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
入
り
に

は
、
日
米
豪
の
支
持
が
あ
り
、
地
域
性
な
ど
の
問
題
も
あ

る
が
、
今
年
11
月
の
ハ
ワ
イ
首
脳
会
議
で
加
盟
が
実
現
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
１
９
９
１
年
の
経
済
自
由
化
導
入
を

先
導
し
た
当
時
の
ラ
オ
首
相
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
は
イ
ン

ド
が
世
界
市
場
に
跳
躍
す
る
た
め
の
足
掛
か
り
」
と
し
、

ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
（
Ｌ
Ｅ
）
政
策
を
掲
げ
、
１
９
９
５

年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
対
話
国
と

な
り
、
そ
の
後
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
協
議
に
も
加
わ
っ

た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
Ｌ
Ｅ
政
策
の
総
仕
上
げ
的
な
意
味
を
持

ち
、そ
の
先
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

協
定
入
り
の
展
望
も
開
け
る
。

　

Ｌ
Ｅ
政
策
に
は
隠
さ
れ
た
狙
い
も
垣
間
見
え
る
。
対
中

政
策
で
あ
る
。
筆
者
は
毎
年
2
、
3
回
ほ
ど
イ
ン
ド
に
行

き
、
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
面
談
し
て
い
る
が
、
２
０

０
０
年
以
降
、
常
々
、
彼
ら
が
口
に
す
る
の
は
中
国
の
脅

威
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
お
お
む
ね
順
調
な
経
済
関
係
が
印
中
関
係
の

プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る
が
、
政
治
・
戦
略
関
係
で
は
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
目
立
つ
。
中
で
も
国
境
（
領
土
）
問
題
が
印
中

関
係
の
喉
に
突
き
刺
さ
っ
た
棘と

げ

で
あ
る
。
国
境
に
隣
接
す

る
チ
ベ
ッ
ト
問
題

│
イ
ン
ド
に
居
住
す
る
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
の
活
動
や
イ
ン
ド
河
川
の
水
源
地

│
も
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
要
因
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
中
国
が
展
開
す
る

イ
ン
ド
周
辺
国
（
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
へ
の
親
交
政
策
と
「
真
珠
の

首
飾
り
」
戦
略
（
中
国
か
ら
中
東
に
至
る
シ
ー
レ
ー
ン
構

築
と
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
中
国
支
援
に
よ
る
前
記
4

カ
国
で
の
港
湾
建
設
）
は
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
自
国
の
包

囲
網
と
映
る
。

　

そ
こ
で
、イ
ン
ド
は
、日
本
と
の
関
係
強
化
の
ほ
か
、韓

国
と
も
親
交
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
１
月

に
は
訪
印
し
た
李
明
博
大
統
領
と
シ
ン
首
相
が
印
韓
戦
略
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的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
宣
言
し
、
そ
の
後
、
外
相
と
国

防
相
が
陸
続
と
訪
韓
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
政
策
の
基
本
の
目

的
は
経
済
だ
が
、
イ
ン
ド
の
お
返
し
的
な
対
中
包
囲
網
と

も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

イ
ン
ド
に
は
外
交
的
懸
念
材
料
も
あ
る
。
今
年
７
月
か

ら
の
米
軍
ア
フ
ガ
ン
撤
退
で
あ
る
。
現
在
の
南
ア
ジ
ア
国

際
政
治
で
は
、
米
国
（
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
な
ど
）、
イ
ン

ド
、
中
国
（
＋
パ
キ
ス
タ
ン
）
が
主
役
で
あ
り
、
3
国
間

の
三
角
関
係
で
曲
が
り
な
り
に
も
安
定
が
保
た
れ
て
き
た
。

米
軍
撤
退
は
こ
の
構
図
が
イ
ン
ド
対
中
国
・
パ
キ
ス
タ
ン

に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
米
軍
撤
退
後

の
ア
フ
ガ
ン
を
め
ぐ
っ
て
印
パ
の
指
導
権
争
い
が
徐
々
に

顕
在
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
イ
ン
ド
で
大
規
模
テ

ロ
を
引
き
起
こ
し
て
、
印
パ
対
立
を
煽あ

お

ろ
う
と
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
２
０
０
８
年
11
月
の
ム
ン
バ
イ
・

テ
ロ
の
再
来
で
あ
る
。
筆
者
が
昨
年
12
月
ワ
シ
ン
ト
ン
で

面
談
し
た
米
国
の
南
ア
ジ
ア
関
係
者
・
専
門
家
は
口
を
そ

ろ
え
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
情

勢
悪
化
や
大
規
模
テ
ロ
を
強
く
懸
念
し
て
い
た
。

　

昨
年
10
月
、
イ
ン
ド
陸
軍
の
Ｖ
・
Ｋ
・
シ
ン
参
謀
長
は

パ
キ
ス
タ
ン
と
中
国
が
、
イ
ン
ド
の
安
全
保
障
に
と
っ
て

主
要
問
題
（m

ajor irritants

）
だ
と
公
言
し
た
。
緊
張

含
み
の
印
中
関
係
、
中
国
の
軍
事
大
国
化
、
パ
キ
ス
タ
ン
・

過
激
派
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
イ
ン
ド
も
積
極
的
な

軍
備
拡
大
に
着
手
し
て
い
る
。

気
掛
か
り
な
内
政

　

イ
ン
ド
の
先
行
き
で
気
掛
か
り
な
の
は
内
政
で
あ
る
。

冒
頭
に
引
用
し
た
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
記
事
は
イ
ン
ド
が

経
済
成
長
率
で
中
国
を
追
い
抜
く
根
拠
と
し
て
、
中
国
の

場
合
、
若
年
労
働
人
口
の
頭
打
ち
現
象
と
国
家
資
本
主
義

的
な
経
済
運
営
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
の
豊
富
な
若
年
労
働

力
と
民
主
主
義
を
挙
げ
た
。
民
主
政
治
に
よ
る
政
治
的
安

定
は
イ
ン
ド
経
済
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
要
因
と
な
っ
て
き
た
。

　

確
か
に
、
イ
ン
ド
の
民
主
主
義
は
独
立
か
ら
60
年
間
で

ほ
ぼ
定
着
し
た
と
い
っ
て
良
い
。
非
営
利
の
「
世
界
価
値

観
調
査
」
機
関
（
事
務
局
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
が
１
９
９

９
〜
２
０
０
２
年
に
行
っ
た
全
世
界
的
な
世
論
調
査
の
設

問
中
、「
民
主
主
義
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
他
の
ど
ん
な
形
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態
の
政
治
制
度
よ
り
も
望
ま
し
い
」
の
場
合
、
イ
エ
ス
の

回
答
が
ア
ジ
ア
で
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
が
最
高
比
率

（
92
％
）
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
民
主
主
義
は
万
能
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
で
は
、

汚
職
、
宗
派
主
義
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
イ
ス
ラ
ー
ム
両
教
徒

の
対
立
）、
テ
ロ
が
蔓
延
し
て
お
り
、
昨
年
12
月
の
与
党
会

議
派
大
会
で
ソ
ニ
ア
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
総
裁
が
政
府
と
し
て

最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
3
課
題
だ
と
力
説
し
た
ほ
ど
だ
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、宗
派
主
義
は
イ
ン
ド
の
宿
弊
で
あ
り
、容

易
に
は
解
決
で
き
ま
い
。

　

残
り
2
課
題
の
う
ち
、汚
職
が
根
絶
で
き
て
い
な
い
。特

に
昨
年
後
半
に
発
覚
し
た
一
連
の
汚
職
事
件
は
現
在
も
イ

ン
ド
政
治
最
大
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
最
大
の

不
正
疑
惑
が
、
第
2
世
代
（
２
Ｇ
）
の
携
帯
電
話
用
電
波

割
り
当
て
で
あ
る
。
会
計
検
査
院
は
、
昨
年
11
月
、
Ｉ
Ｔ

通
信
省
の
２
Ｇ
周
波
数
帯
免
許
発
行
と
割
り
当
て
に
関
す

る
報
告
書
を
連
邦
議
会
に
提
出
し
た
。
報
告
書
は
、
２
０

０
８
年
に
発
行
さ
れ
た
免
許
が
競
争
入
札
を
経
ず
に
不
当

に
安
い
２
０
０
１
年
時
点
の
価
格
で
売
り
渡
さ
れ
た
こ
と

で
、
1
兆
７
６
０
０
億
ル
ピ
ー
（
約
3
・
5
兆
円
）
以
上

の
損
失
が
財
政
に
生
じ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
免
許
割

り
当
て
の
プ
ロ
セ
ス
が
「
透
明
性
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た

独
断
的
、
不
正
、
不
公
平
に
行
わ
れ
た
」
と
厳
し
く
糾
弾

し
、
ラ
ジ
ャ
Ｉ
Ｔ
通
信
相
が
首
相
、
財
相
、
法
相
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
無
視
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
報
告
書

提
出
後
、
ラ
ジ
ャ
氏
は
通
信
相
を
辞
任
し
た
。

　

訪
印
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
や
オ
バ
マ
な
ど
が
絶
賛
し
た
イ

ン
ド
民
主
政
治
で
は
あ
る
が
、
疑
惑
露
見
に
よ
っ
て
、
そ

の
根
幹
で
あ
る
国
会
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
冬
季
会
期

（
11
月
9
日
〜
12
月
13
日
）
の
場
合
、１
３
８
審
議
時
間
が

あ
っ
た
が
、
実
際
の
審
議
は
総
計
7
時
間
に
過
ぎ
ず
、
無

償
義
務
教
育
法
案
や
女
性
議
席
割
当
法
案
な
ど
の
重
要
法

案
が
未
成
立
に
終
わ
っ
た
。

　

な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
。
主
因
は
最
大
野
党
イ
ン
ド
人

民
党
な
ど
が
シ
ン
政
権
を
追
い
込
む
た
め
、
携
帯
電
波
疑

惑
の
解
明
を
求
め
て
審
議
に
応
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
な
ら
、
会
議
派
の
シ
ン
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
シ
ン
首
相

は
世
界
で
最
も
尊
敬
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
一
人（『
ニ
ュ
ー

ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
２
０
１
０
年
８
月
16
日
）
で
あ
り
、
経
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済
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
で
あ
る
。
だ
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
問
題
が
あ
る
。
米
経
済
誌
『
フ
ォ
ー
ブ
ス
』（
２
０
１
０

年
11
月
4
日
）
記
事
「
世
界
の
強
力
な
指
導
者
順
位
」
に

よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
ト
ッ
プ
が
ソ
ニ
ア
の
9
位
、
シ
ン
は

18
位
だ
っ
た
。
シ
ン
首
相
が
議
会
、
ソ
ニ
ア
が
党
組
織
と

役
割
分
担
し
て
い
る
が
、
強
力
な
ボ
ス
の
存
在
が
シ
ン
の

政
治
運
営
に
マ
イ
ナ
ス
に
作
動
し
て
い
る
と
も
指
摘
で
き

る
。
政
府
与
党
内
の
両
頭
政
治
体
制
に
加
え
、首
相
の「
お

と
な
し
さ
」（
イ
ン
ド
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
相
ま
っ
て
、

今
期
国
会
の
不
調
さ
を
招
来
し
た
と
見
て
も
良
い
。

　

シ
ン
の
後
釜
に
長
男
ラ
ー
フ
ル
会
議
派
幹
事
長
を
据
え

る
つ
も
り
の
ソ
ニ
ア
に
と
っ
て
、
今
年
と
来
年
の
州
議
会

選
挙
や
次
期
総
選
挙
（
２
０
１
４
年
）
を
見
通
す
と
、
内

政
運
営
の
不
調
さ
は
気
が
気
で
は
あ
る
ま
い
。
今
年
か
ら

来
年
に
か
け
て
重
要
州
で
の
州
議
会
選
挙
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
会
議
派
は
、
選
挙
で
ラ
ー
フ
ル
を

前
面
に
立
て
た
選
挙
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
昨
年
秋
の
ビ
ハ
ー
ル
州
議
会
選
挙
で
敗
北
し
、

ラ
ー
フ
ル
頼
み
の
選
挙
戦
略
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
露

呈
さ
れ
た
。
ビ
ハ
ー
ル
州
選
挙
は
優
れ
た
業
績
を
上
げ
て

き
た
地
方
政
党
が
圧
勝
し
た
。

　

お
家
の
事
情
に
加
え
、
会
議
派
政
権
が
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
最
大
の
内
政
課
題
が
貧
困
と
格
差
の
解
消
で

あ
る
。
独
立
当
時
の
イ
ン
ド
で
は
、
国
民
所
得
に
占
め
る

農
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
の
比
率
は
5
割
を
超
え
て
い
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
2
割
を
切
っ
た
が
、
農
村
人
口
は
独

立
時
の
総
人
口
の
約
3
分
の
2
か
ら
多
少
減
っ
た
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
村
部
で
は
少
な
い
比
率
の
パ

イ
を
農
村
人
口
に
配
分
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
農
村
部

の
貧
困
や
都
市
と
の
格
差
が
深
刻
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
会
議
派
政
権
は
「
す
べ
て
を
含
む
成
長
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
。

　

イ
ン
ド
と
同
じ
よ
う
に
中
国
も
「
三
農
問
題
」（
農
業
、

農
村
、
農
民
の
状
況
改
善
）
を
抱
え
、
年
に
７
〜
８
万
件

の
デ
モ
が
発
生
す
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
場
合
、
先
の

ビ
ハ
ー
ル
州
議
会
選
挙
の
よ
う
に
、
民
主
政
治
が
不
満
吸

収
装
置
と
な
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
状
況
が
悪
化
し
な
い
。
し

か
し
、極
貧
地
帯
で
は
、毛
沢
東
主
義
極
左
武
装
集
団
（
マ

オ
イ
ス
ト
）
な
ど
が
部
族
民
や
貧
農
の
不
満
を
吸
収
し
て

テ
ロ
な
ど
の
過
激
主
義
に
走
り
や
す
い
土
壌
を
生
み
出
し
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て
い
る
。
イ
ン
ド
の
紛
争
管
理
研
究
所
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

マ
オ
イ
ス
ト
の
活
動
に
よ
っ
て
２
０
１
０
年
に
は
１
１
５

２
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
こ
の
数
は
２
０
０
９
年
の
死
亡

者
数（
９
９
７
人
）を
上
回
る
。
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム（
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
の
場
合
、
貧
困
層
が
多
く
、
経
済
状
況

が
過
激
主
義
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

日
印
関
係
は
緊
密
化
し
て
い
る
が

　

日
本
は
イ
ン
ド
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
構
築
す
べ
き
か
。

日
本
は
、
２
０
０
３
年
度
以
降
、
従
来
の
中
国
か
ら
イ
ン

ド
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
最
大
受
給
国
と
し
た
。
日
印
は
２
０
０
６

年
か
ら
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
を
構
築
し
た
。

昨
年
10
月
の
シ
ン
首
相
訪
日
時
に
合
意
さ
れ
た
日
印
包
括

的
経
済
連
携
協
定
も
今
年
中
に
は
発
効
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
２
０
０
５
年
に
中
国
で
起
き
た
反
日
デ
モ
以
降
、
日

本
は
対
印
緊
密
化
政
策
を
進
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
も
中
国

を
念
頭
に
お
い
て
、
対
日
接
近
を
強
め
て
い
る
。
し
か
も
、

両
国
と
も
、
最
重
要
の
相
手
国
・
米
国
の
ほ
か
、
中
国
と

ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
共
通
の
悩
み
を
抱
え
る
。

　

そ
の
解
答
の
一
つ
が
日
印
の
密
接
な
関
係
構
築
で
あ
ろ

う
。
日
印
関
係
の
強
化
を
唱
え
る
イ
ン
ド
の
戦
略
家
チ
ェ

ラ
ニ
ー
は
「
オ
バ
マ
政
権
が
そ
の
ア
ジ
ア
政
策
で
イ
ン
ド

と
日
本
を
近
視
眼
的
に
過
小
評
価
し
て
い
る
。
日
本
は
ア

ジ
ア
に
お
け
る
政
治
的
影
響
力
を
中
国
に
譲
り
、
イ
ン
ド

は
パ
ワ
ー
的
に
中
国
に
か
な
わ
な
い
と
し
て
も
、
印
日
が

組
み
合
え
ば
、
組
み
合
わ
せ
以
上
の
こ
と
が
で
き
る
」
と

指
摘
す
る
（『
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
』
２
０
０
９
年
６
月
25

日
）。
こ
こ
1
、
2
年
、
イ
ン
ド
の
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
話
し
て
い
る
と
、
日
印
に
は
共
通
の
対
抗
国
が
存
在
す

る
の
で
、
両
国
関
係
の
強
化
が
望
ま
し
い
と
の
見
解
が
飛

躍
的
に
増
大
し
た
。
両
国
の
認
識
ベ
ー
ス
に
そ
う
し
た
側

面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
日
印
の
関
係
緊
密
化
は
良
い
と
し
て
も
、
一

歩
進
ん
で
、
中
国
敵
視
な
い
し
反
中
国
の
政
策
に
永
続
性

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
か
つ
て
、
安
倍
政
権
時
代
（
２

０
０
６
年
〜
２
０
０
７
年
）
に
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
音
頭
を
と
っ
て
進
め
た
4
カ
国
枠
組
み
（
両
国
の
ほ
か
、

米
印
）
に
対
し
て
中
国
が
強
い
警
戒
感
を
示
し
た
。
そ
の

後
、
指
導
者
の
交
代
な
ど
も
あ
り
、
4
カ
国
枠
組
み
は
表

面
的
に
消
滅
し
た
か
に
見
え
る
が
、
2
国
間
関
係
の
形
で



｜大国化するインド117

特集 2　台頭する新興国を分析する

4
カ
国
枠
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
最
近
で
は
、

２
０
０
８
年
10
月
の
シ
ン
首
相
訪
日
時
に
出
さ
れ
た
日
印

安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
な
ど
の
よ
う
に
日
印
の
戦
略
的

な
関
係
の
強
化
が
目
立
つ
。

　

た
だ
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
日
本
が
現
在
は
必
要
性
が
あ

る
と
は
言
っ
て
も
、
将
来
も
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
日

本
は
、
日
米
同
盟
の
希
薄
化
な
ど
も
想
定
し
つ
つ
、
日
印

が
戦
略
的
な
関
係
を
持
つ
今
こ
そ
、 

東
ア
ジ
ア
共
同
体
な

ど
、
多
国
間
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

地
域
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
ア
ジ
ア
（
印
豪
を
含
む
）
が
２

０
０
９
年
に
欧
州
、
２
０
１
０
年
に
米
国
を
超
え
た
と
言

わ
れ
る
。
欧
米
中
心
の
時
代
が
終し

ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
た
現
在
の
国

際
社
会
で
は
、
現
状
維
持
派
（
代
表
格
が
日
米
欧
）
と
変

更
実
現
派
（
印
中
な
ど
）
と
の
相
克
が
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
印
中
が
世
界
の
多
極
化
を
唱
え
る
の
は
、
将
来
的
な

世
界
大
国
を
目
指
し
、
現
在
を
過
渡
期
と
位
置
付
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
20
世
紀
の
米
国
は
国
際
連
盟
や
国
際
連

合
な
ど
の
創
設
で
「
国
際
秩
序
形
成
能
力
」
を
発
揮
し
た
。

印
中
の
最
終
的
な
目
標
は
国
際
秩
序
形
成
を
主
導
で
き
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ワ
ー
の
備
え
で
あ
ろ
う
。そ
う
な
れ
ば
、両

国
と
も
に
自
国
に
有
利
な
国
際
秩
序
が
形
成
で
き
る
。

結
び

　

か
つ
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
英
首
相
は
「
資
本
主
義
の
本
来

的
な
悪
徳
は
、
幸
福
の
不
平
等
な
配
分
に
あ
る
。
社
会
主

義
の
本
来
的
な
美
徳
は
、
平
等
な
不
幸
の
配
分
に
あ
る
」

（
１
９
４
５
年
10
月
下
院
）と
の
警
句
を
吐
い
た
。
イ
ン
ド

も
中
国
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
て
、
目
下
、
平
等
な

富
の
配
分
を
実
現
す
べ
く
、
経
済
規
模
の
拡
大
に
邁ま

い

進し
ん

し

て
い
る
。
実
現
方
法
は
イ
ン
ド
が
民
主
主
義
体
制
、
中
国

が
権
威
主
義
体
制
で
あ
る
。
前
者
を
イ
ン
ド
・
モ
デ
ル
、後

者
を
中
国
モ
デ
ル
と
す
れ
ば
、
両
モ
デ
ル
の
成
否
は
、
両

国
の
大
国
化
と
と

も
に
、
21
世
紀
の
世

界
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
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